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のご紹介
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首都圏企業の皆様に、「お試しテレワーク体験」していただいています！

「まちなか」でのテレワーク 「郊外」でのテレワーク

2018年度は９社・35名の皆様にご体験いただきました！

東京－静岡

新幹線で
１時間

静岡駅周辺の環境

10施設以上
500席以上

静岡駅から2駅7分で

海に面した
自然エリア

リノベーション施設での

ワーケーション
可能

皆様も静岡市で「ワーク・ライフ・チェンジ」しませんか？

リノベーション古民家を活用した「ワーケーション」実証首都圏企業社員様による駅周辺施設での「お試しテレワーク」体験



静岡市内のサードワークプレイスの位置図（静岡駅周辺）

LINK

駿府城公園
エリア

エニシア静岡

静岡シェアオフィス

コテラス七間町

静岡市役所

静岡県庁

＜静岡鉄道＞
新静岡駅

＜JR東海＞
静岡駅

ユピテルITパレット

BIZcomfort静岡

いちぼし堂HRSTUDIO



静岡駅周辺のサードワークプレイスの特徴①

エニシア（静岡市葵区御幸町）

○ 静岡駅から徒歩5分（丸井静岡店8F）

○ 85席を有するコワーキングスペース

○ 会議室や個室、セミナールームも完備

コテラス七間町（静岡市葵区七間町）

○ 静岡駅から徒歩10分

○ 広めのコワーキング・ラウンジスペース

○ 会議室や個室も完備



静岡駅周辺のサードワークプレイスの特徴②

いちぼし HR STUDIO（静岡市葵区安東）

◆ 「はたらくを共に育む」複合施設
１F 保育園
２F コワーキングスペース
３F 住居（ワンルーム×４）∔事務所

◆ 2019.04開設

東京まで新幹線で１時間

すぐに本社（？）
に戻れます！

利用料がリーズナブル

1日当たり
500～1,500円

共有スペースも充実

交流イベントの
開催も気軽に

特 徴 ま と め



JR静岡駅

JR用宗駅

用宗エリア

用宗漁港

ラパレット
（ジェラート店）

日本色
（古民家の宿）

みなと横丁
（飲食店施設）

みなと温泉
（温泉・地ビール）

海水浴場 ＪＲ
用宗駅

JR用宗駅はJR静岡駅から
２駅（７分）

静岡市郊外（用宗エリア）の環境



用宗エリアでの働き方の提案

古民家一棟貸しの宿「日本色」
（静岡市駿河区用宗）

○ リノベーション古民家の宿（全６棟）

○ 静岡駅から2駅、海まで徒歩２分の好環境

○ 企業の宿泊合宿等の利用も可能

静岡駅から2駅先の立地

わずかな移動で
豊かな自然体験

リノベーション開発エリア

新・旧の良さを
感じてリラックス

都会と異なる環境

生産性向上
短期集中

特 徴 ま と め



静岡市お試しテレワーク体験事業

皆様の本市でのテレワーク体験をサポートします！

補助メニュ１

往復新幹線代

補助メニュ２

施設使用料
（上限あり）

補助メニュ３

ポケットWi-fi貸与



【2018年度実績】 首都圏企業２社・本市にサテライトオフィス進出！

スタッフの移住と地元雇用が促進され、地域が活性化

星野代表取締役吉野代表取締役

日本最大の電子番組表サービス
「Gガイド」を作成・提供するIT企業

2018.09 「お試しテレワーク」実施
2019.04 用宗オフィス完成

ワイファイルーター・SIM(シム)カード・
携帯電話等をレンタル・販売する
データ通信事業者

2019.02 「お試しテレワーク」実施
2019.06 本市での業務開始

（株）IPG（株）テレコムスクエア

タコの加工を行っていた倉庫をリノベーションしたIPG用宗オフィス静岡市内のシェアオフィスで東京と同様の業務を行うスタッフ



株式会社テレコムスクエアが静岡駅周辺にサテライトオフィス開設

LINK

駿府城公園
エリア

エニシア静岡

静岡シェアオフィス

コテラス七間町

静岡市役所

静岡県庁

＜静岡鉄道＞
新静岡駅

＜JR東海＞
静岡駅

ユピテルITパレット

BIZcomfort静岡

いちぼし堂HRSTUDIO

テレコムスクエア進出



JR静岡駅

JR用宗駅

用宗エリア

用宗漁港

ラパレット
（ジェラート店）

日本色
（古民家の宿）

みなと横丁
（飲食店施設）

みなと温泉
（温泉・地ビール）

海水浴場 ＪＲ
用宗駅

JR用宗駅はJR静岡駅から
２駅（７分）

株式会社IPGが駿河区用宗にサテライトオフィス開設

IPG進出



東京一極集中是正へのチャレンジ

首都圏企業社員のワークライフチェンジを静岡市で実現

首都圏での交通混雑緩和のためテレワークを活用

引き続き本市へのテレワーカー移住を促進

「テレワーク・デイズ2019」に引き続き参加・協力

TOKYO2020後の「レガシー」としてテレワークを活用

2020年以降の普及促進が課題

地方への人の流れを呼び込む手段として活用

「テレワーク・デイズ」とは
○ 2020年東京オリパラ時の交通混雑回避の
切り札となる「テレワーク」を推進する国民運動。

○ 2017年から2020年まで実施。

引き続き参加・協力し、
本市へのテレワーカー移住を促進



「仕事」はそのまま
「住まい」は静岡市へ！


